


はじめに 

尿路感染症の臨床検査診断には細菌尿の検査が必要で,それには尿中細菌定量培養がおこ

なわさる。そして中間あるいはカテーテル尿で尿 1m1 あたり菌数 105 以上あれば真の細菌

尿として一般に認められており,真の細菌尿か尿道あるいは外陰部の常在菌の混在による

ものかを区別するのに尿中細菌の定量培養による菌数計算が重要な役割を果たしている。

しかし,この細菌定量培養は手技が煩雑で,時間を要するうえに,細菌検査設備が必要であ

り,集団検診などの多数の検体を取り扱うときには困難な場合が多い。そこで割合簡単にで

きる尿中細菌簡易定量法が考案され実用化されるにいたった。これには,TTC 試験,亜硝酸

塩試験尿中ブドウ糖の有無より細菌尿をしらべるブドウ糖酸化酵素法,さらに一枚のプレ

ート上に寒天培地を装着したdipslide 法,亜硝酸塩試験反応部分と総細菌数検出部分とグ

ラム陰性菌数検出部分が同一試験紙上に附着した試験紙法がある。この中でも,手技が簡単

で,ワンタッチで成績が得られるものは亜硝酸塩試験と尿糖の残存の有無をしらべるブド

ウ糖酸化酵素法であろう。そこで,試験紙法による亜硝酸塩試験(BM テストーN)について細

菌学的および臨床的評価をしてみた。 


